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1976年 および1977年 夏の 長崎湾 の水質 調査
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The Pollution of Sea-Water in Nagasaki Bay 
      in Summer 1976 and 1977
Shojiro MIYAHARA and Hidenori OHNO
 Following the previous report in 1975, we conducted examination on the pollution of 
sea-water in Nagasaki Bay in summer 1976 and 1977 so as to check the environmental 
changes in the bay. The results were as follows. 
 Although COD inclined to decrease yearly, SS increased considerably probably because of 
the increased dust in sea-water. N-hexane extracts showed a trend of gradual increase. 
Cadmium and lead were detected, though they were not detected in 1975. Mercury and 
arsenic decreased yearly at least during the period of this investigation.
長崎湾の水質 の変化を しらべ るために,前 報(1)に
ひきつづいて,1976年 および1977年 夏期の同湾の水質
調査を行な ったら
実 験 方 法
1.試 料および前処理
試料 の海水は,前 報 と同じ くFig.1に 示す7地 点

























































































































































Table 2. The qualities of the surface water collected in Nagasaki Bay in summer, 1977.
Station St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7
 Temp.  (°C) 
 pH 
Chlorinity  (%o) 
 Salinity  (‰) 











29.2 29.0 28.8 28.8 29.4 28.5 28.6 
8.10 8.09 8.18 8.18 8.18 8.21 8.21 
18.57 18.38 18.29 18.28 18.11 17.94 17.77 
33.55 33.20 33.04 33.02 32.72 32.41 32.10 
6.97 6.73 7.44 7.02 7.42 6.76 6.07 
0.08 0.22 0.07 0.05 0.05 0.18 0.23 
22.8 25.0 13.0 15.8 6.8 11.0 9.0 
0.68 1.14 0.52 1.94 0.81 0.66 0.77 
0.27 0.44 0.29 0.63 0.38 0.33 0.77 
0.16 0.71 1.02 0.77 0.80 0.63 0.65 
0.32 0.82 1.02 0.90 1.20 0.60 - 0.39 
0.46 0.27 0.54 0.42 0.46 0.73 0.23
-; as same as Table 1
用 い たが,測 定 の範 囲 内で は,年 ごと に減 少 して い そ
6価 ク ロ ムは1976年 に3地 点 で 検 出 され たが1977年
は ど の地 点 か らも検 出 され な か った。
ひ素 は1975年 は地 点 に よ り含 量 に甚 しい差 が み られ
たが,1976年 は1.5～4.3ppbと 差 が 縮 ま った 。 また
1977年 は0.23～0.76ppbと 前 年 に比 べ 減 少 した 。 そ
の 理 由 に つ い ては 不 明 で あ る。
シ ア ンは1976年,1977年 と も ど の地 点 か ら も検 出 さ
れ な か った。
環境 基 準 につ い て は,SL5お よ びSt.6は1976年、
1977年 と も に ノル マ ル ヘ キサ ン抽 出物 質 量 が検 出 され
て い るの で 基準 を越 え て い る。St.7は 基 準 内で あ る
要 約
1976年 および1977年 夏長崎湾および周辺 の7地 点か
ら採取 した表層海水 の水質調査を行ない,1975年 の調
査結果 と比較 した。
CODは 年 々減少 してい る。
鉛およびカ ドミウムは1975年 には検出 されなか った
が1976年 および1977年 には検 出された。その うちカ ド
ミウムは1977年 は前 年よ り多 くな った。
水銀 は年 々減少の傾向にある。
6価 クロムは1977年 はどの地点か らも検 出され なか
った。
ひ素 は1977年 は前年 の約1／5以下にな った。
シア ンは3年 間検 出されなか った。
ノルマルヘキサン抽 出物質量は年 々増加 して おり,
油によ る海面 の汚染が さらに進行 して いる。
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